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あらまし：ソーシャルメディア上で議論を行う機会が増加しているが，その特性ゆえの難しさが伴う．本

研究では，ソーシャルメディア上の会話から有用議論事例を抽出・示唆することで，未熟者の議論経験を

促進する方法の開発を目指している．本稿では，未熟者に注目議論を選択させる際のきっかけとしての議

論話題分布の視覚化方法について述べ，実際のデータを用いた実験について報告する． 
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1. はじめに 

PBLなど多くの主体的学習活動の中で議論を行う

機会が増加している．このような議論では，メンバ

ー間で互いの意見を上手く共有・整理することが重

要である．しかし，この種の議論を行うには，経験

に基づく能力・知識が必要である．特に，議論経験

の浅い未熟者にとっては，実際の議論で積極的に発

言することは容易ではない．そのため，議論におい

て十分な発言ができず，議論経験を獲得できないス

パイラルが存在している． 

これに対して，議事録の分析に基づいて過去の議

論の活発さを視覚化する試み(1)，Twitter Bot による

オンライン議論の活性化に関する研究(2)などが報告

されている．議論の活性度合の把握・向上を目指し

た興味深い取り組みであるが，未熟者に実際の議論

の展開等を体感させるための支援としては，そのま

までは有効とは言えない． 

本研究では，未熟者に対して議論を遂行するため

の経験（引き出し）を自ら醸成するきっかけとなる

事例を与える手法を開発する．これにより，議論遂

行能力育成に対する新たな支援の実現を目指す． 

 

2. 問題点と支援方針 

2.1 未熟者の議論経験獲得に関する問題点 

まず，未熟者が議論を構成する発言群を収集する

ことは負担が大きい（問題点１）．また，注目する議

論話題を選定することは困難である（問題点２）．さ

らに，議論の状況等に応じて的確に発言することは

容易ではない（問題点３）． 

2.2 支援方針 

本研究では，まず，議論を構成する発言群の収集

手法（問題点１に対応），話題分布の視覚化手法（問

題点２に対応）をそれぞれ開発する．次に，未熟者

が注目する議論を構成する発話群について，発言を

性質別に分類する手法，議論構造を抽出する手法を

開発する．これらの分析結果を合わせる形で，発言

方法や議論展開を体感する助けとなり得る議論事例

を示唆する仕組みを構築する（問題点 3に対応）． 

その上で，これらの手法を導入した支援システム

を開発することにより，未熟者の議論経験を促進す

るためのきっかけを生成・提供する新たな支援方法

の実現を目指す（図 1）． 

本稿では，主に，議論を構成する発言群の収集，

話題分布の視覚化について述べる．また，実際のデ

ータを用いた実験について報告し，その結果に基づ

いて提案手法の有効性について考察する． 

 

図 1議論事例の抽出・示唆の流れ 
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3. 議論話題選択に対する支援 

3.1 議論を構成する発言群の収集 

ツイート間の返信関係に基づいて，議論を構成す

る発言のツイート群を収集する．まず，対象とする

議論話題の大枠を表すフレーズをクエリとして，ツ

イートを検索する．ツイートの検索・抽出には

TwitterAPI を用いる．その際，クエリのフレーズを

含み，一定以上人気のあるツイートを加味する．次

に，収集したツイート群のオブジェクト情報を解析

することで，ツイート間の返信関係を特定する．こ

のとき，返信先のツイートが収集したツイート群に

存在しない場合には，ユーザ名，ツイート ID を基

に，TwitterAPIを用いて対象ツイートを収集する．  

3.2 議論話題分布の視覚化 

収集した議論を構成する発言ツイート中のキーフ

レーズの共起関係を分析することで，議論話題の分

布を視覚化する．具体的には，まず，各ツイートに

含まれる名詞を TF-IDF により重みづけし，閾値を

超えた名詞をキーフレーズとする．次に，Jaccard係

数を用いて，抽出したキーフレーズ間のつながりの

強さを算出し，閾値を超えたつながりを抽出する．

その上で，抽出したキーフレーズをノード，キーフ

レーズ間のつながりをエッジとして共起ネットワー

クを生成し，議論話題分布を視覚化する． 

 

4. 実験と考察 

4.1 実験概要 

議論話題分布の視覚化成否の確認，および，課題

抽出を目的として実験を行った．初期段階（発話群

収集）において対象とする議論話題の大枠を定める

トリガとして「コロナ」を設定し，提案手法に基づ

いて，実際のツイート 285件を収集した． 

その上で，収集したツイート群を話題分布視覚化

のためのデータセットとして使用した．また，話題

分布の視覚化に係るパラメータである，キーフレー

ズ抽出の閾値（TF-IDF: 0.45, 0.40），キーフレーズ間

のつながり抽出の閾値（Jaccard係数: 0.0050, 0.0010, 

0.0005）から６つのパターンを用意し，それぞれ視覚

化を行った． 

4.2 結果と考察 

話題分布の視覚化結果を図 2に示す．まず，共起

ネットワークのノードとして採用されたキーフレー

ズを観察した．その結果，「感染拡大」，「コロナ感染

者」，「死亡」，「失業」，「ワクチン」，「五輪」などが

見受けられた，このことから，話題を構成する発話

群の収集，および，話題を表すフレーズの選出が上

手く行えていることが伺える．また，生成された共

起ネットワーク中で，サイズが大きいノードを精査

したところ，比較的大きな話題（抽象度の高い話題）

を表すフレーズが多い様子が見て取れた，初めに大

きなノードを参照し，そこに繋がるノードを辿るこ

とで細かな話題を表すフレーズを参照することで，

注目する話題を選択しようとする際の助けとなり得

るものと考えられる．このほか，ノードとエッジ抽

出の閾値を調整することで，示唆される話題分布の

規模が意図通り変化していることを確認できた． 

一方で，話題を表すフレーズとして，一般名詞や

数値など，それ単体ではどのような話題を表すのか

を読み取ることが困難なものも一部選出されていた．

これについては，除外ルールの整備など対応方法を

検討する必要がある．今回の実験は，限定的なデー

タ数での実施であるため，パラメータの調整も踏ま

えた実践的な検証を継続的に実施する必要がある． 

 

5. おわりに 

本稿では，議論を構成する発言群の収集，話題分

布の視覚化方法について述べた．また，実際のデー

タを用いた実験に基づいて，議論話題分布の視覚化

について考察した．今後は，実際のデータを用いた

検証を重ねつつ，有用議論事例抽出・示唆手法の検

討を進めたい． 
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図 2 本実験で作成された議論話題分布 

教育システム情報学会　 JSiSE2021

2021/9/1-9/3第46回全国大会

― 68 ―




